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 ２０２０．２．２．地域連携協議会 

     地地域域のの歴歴史史をを伝伝ええるる――中中学学校校とと連連携携ししてて――  

香寺町史研究室  大槻 守 
 

はじめに 
 
１．歴史研究会として伝える活動 

町史『村の記憶』刊行（２００５年）以後の活動  
＊拙稿「香寺歴史研究会の活動―『村の記憶』を書き継ぐ」（『ＬＩＮＫ』voｌ．10） 
＊拙稿「町史編さんから大字誌へ」（第４回地域史惣寄合報告集『地域の全体史と現

代』和泉市、２０１６） 
（１）大字誌の編集を町内自治会で広げる 

・「ムラの自分史」ともいえる大字誌をつくる。 
・２１集落中６自治会で発行（第１号が相坂：２０１０）しており、現在３自治

会が編さん中 
・会員が編さんの中心となる。 
・編年史ではなく、村の暮らしの変遷を記録する。 

（２）フォーラム「大字誌をつくる」 
第１回＝２０１１．２ 報告者：町外２・町内１ 
第２回＝２０１３．３ 報告者：町外１・町内２ 
第３回＝２０１５．２ 報告者：    町内３ 
第４回＝２０１８．２ 報告者：    町内３ 

 （３）『村の記憶』を書き継ぐ会 
・ 「村の記憶」を書き継ぐ人を育てる。 
・ 大字誌づくりを拡げる。 
・ 「山と地名・暮らし」（２０１８）・「川と地名・暮らし」（２０１９）の調査 
・ 『新・ムラの生活史』Ⅰ（２０１８）・Ⅱ（２０１９）の発行 

 
２．中学校との連携 
   ＊『香寺町の歴史』第１３号〈特集：村の歴史を伝える〉 

（１）中学校の地域調べ学習 
・ ねらい ①総合的学習の一つの柱として位置づける。 
      ②キャリア教育の一環とする。 
      ②地域社会の一員であり地域の歴史や伝統文化を受け継ぎ、次の世

代に引き継いで行く大切な一員であることを知る機会とする。   
（２） ２０１８年の活動  
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    １年生４クラス１６０人の取り組み 
① 夏休みの課題研究：香寺町の歴史・文化・伝統を調べる。 
   研究内容は２学期の総合学習の時間に発表する。 
    作品の一つが「姫路市中学生社会科作品展」の銅賞を受賞している。 
②２学期：「山と暮らしについて」アンケート調査 
  ・多くの子どもが山の名前を知らないし、山へ入ったことがない。 

・山といえば、会員はマツタケ採りやこくば（落葉）かきを思いだすが、今

の中学生は全く知らない。 
・山と暮らしが切っても切れない関係にあったことが分らなくなっている。 

③ ３学期：会員４人が出前授業「もっと知りたい、香寺！～地域の人に学ぶ～」      
      を２月４日６限に実施する。 

      内容＝アンケート結果を切り口にして、村の暮らしの今昔を体験を交えなが

ら話す。 
      生徒の感想＝別紙資料         ………………………………資料１ 
         「普段住んでいるのに、知らないことがたくさんあって自分でも驚き

ました。……これからも私自身、『香寺のココがすごいぞ』と自慢でき

るように、もっと良いところを見つけていきたいと思います」 
（３） 今年度の活動 

① ２年生への出前授業       ………………………………資料２－Ａ 
トライやるウイークの一環として、希望者に実施（６月３日）する。 

午前＝授業：３時間・３人が担当 
午後＝学校周辺のフィールドワーク・指導者１人 

② １年生の地域調べ学習への協力 
ア）出前授業：７月５日(金)６限・指導者４人……………………資料２－Ｂ 
   テーマ＝「香寺町の歴史と文化財―各地区を事例にして―」 
   夏休みの「地域調べ」の手引になるようにと考える。 
イ） 地域調べに協力 

夏休み＝１年生全員が地域調べ学習  ……………………………資料３ 
    ７月２２日(月)～３０日（火）の間に生徒が各地区で聞き取りを行う。 
    ⇒研究会員及び自治会長等２８人が聞き取りの相手となる。 
ウ）文化発表会で展示作品の見学 
    １０月２４日～３０日 生徒全員の作品展示 

③ 提案型協働事業報告会 
 ２月１３日（木）予定 
 

３．成果と課題                ………………………………資料４・５ 
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